
令和１２年度以降

【運営改革】

【教育研究改革】

◎ ロボット手術「院
内独立術者」の認定
数増加

◎ロボット支援手術

件数の鳥取県にお
ける本院の集約率
増加

令和７〜１１年度

◎ 遠隔診療コンサ
ルテーション・遠隔
診療支援の実施件
数増加

◎総合診療医の
各医療機関の医師
要求数に対する派
遣医師の充足率増
加

◎ ToRSCロボット手
術統合教育プログラ
ムの到達者数増加

鳥大病院のブランド
力向上に伴う

人の集まる地域へ

低侵襲手術・ロボット支援手術を核とした臨床・教育・研究の一体的高度化と
地域医療構想の先行モデル構築

令和６年度

国立大学法人 鳥取大学

◎地域医療構想に

関するキャリアアッ
プセミナー受講者数
の増加

「鳥取大学病院改革プランR6~」

全国最少の鳥取県：医療人材確保、
材料費高騰などの課題

本院の役割･機能の再確認

病院長のマネジメント機能強化

臨床実習協力機関との役割分担

臨床実習プログラムの充実

【診療改革】

【財務・経営改革】

全国トップレベルの低侵襲手術

新病院構想と財務・経営改革

鳥大病院

鳥取県立中央病院

高度医療

医師派遣能力強化

ロボット手術
移植医療
脳・心
心理

地域医療学講座

→育成・派遣システム一体管理体制

鳥取県 市町村

地域医療連携プラットフォーム

遠隔医療を活用した支援体制強化
（Teladoc、JoinのPACS、iMed Tech)

自治体地域医療機関との連携強化

低侵襲手術・
ロボット支援手術
を核にした臨床・
教育・研究の
一体的高度化

地域医療の
司令塔

3領域×3 STEPで
実習到達を明確化

・指導医の
負担軽減
・学生医行為
の増加

本院開発の領域別達成度確認アプリ



ロボット手術統合教育プログラム
国立大学法人 鳥取大学
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